偏圧書 


加湿空気清浄機保証書 持込修理 


取扱説明書、本体表示などの注意書さに従った使用状態で保証期間内に故障した場合には、無料修理いたします。 
製品と本書をご持参のラえ、お買い上げの販売店にお申しつけください。製品のある場所での出張修理や製品輸送 
の場合は、出張料や輸送料などの実費を申し受けます。 


型名 

PD - AT 12 

• 

お 

お名前 

S 

客 

様 

ご住所〒 


•お買い上げ日 

年月曰 

保証期間 

お買い上げ日より 

本体 1 年 

•販売店名•住所 

巧 


修理メモ 


•印欄に記入のない場合は無効となりますから、必ずご確認ください。 


1 . ご転居、ご贈答などで、お買い上げ販売店にお申しつけできない場合は、弊社のお客様ご相談窓□にお申し 
つけ < ださい。 

2. 保証期間内でち次の場合には有料修理になります。 

(イ)使用上の誤り、および改造や不当な修理による故障および損傷。 

(印お買い上げ後の輸送•移動•落下などによる故障および損傷。 

(八）火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、および公害、塩害、ガス害（硫化ガスなど）、異常電圧、指定外の 
使用電源（電圧、周波数）などによる故障および損傷。 

(二）一般家庭用外(たとえば業務用の長時間使用、車輛、船舶へのとう獻に使用された場合の故障および損傷。 
(ホ）本書のご提示びない場合。 

(へ）本書にお買い上げ年月日、お客様名、販売店名の記入のなし^場合あるいは字句を書きかえられた場合。 

(卜）消耗部品の交換。 

3. 本書は曰本国内においてのみ有効です。 

This warranty is valid only in Japan. 

4. 本書は盗難•火災などの不可巧力切外で紛失された ± 易合は、再発行いたしませんので大切に保をしてください。 


♦お客様にご記入いただいた記載内容は、保証期間内のサービス活動およびその後の安全点検活動のために利用させ 
ていただ < 場合びございますので、ご了承ください。 

♦この保証書は、本書に明示した期間•条件のちとにおいて無料修理をお約束するちのです。従ってこの保証書によっ 
て保証書を発行しているち（保証責任ち）、およびそれ LU 外の事業者に対するお客様の法律上の権利を制限するちの 
ではありませんので、保証期間経過後の修理などについてご不明の場合は、お買い上げの販売店または弊社のお客様 
ご相談窓口にお問し^合わせください。 


ま印7ホ-ピン株な舍な 

f 530-851 1 大阪市 化 区天満 1了目20 番已号 a の日） 6356-2391 


愛肩点検1 

長年ご使用の加湿空気清浄機の点巧を 

1 

の 

こお 

ん〇 

なま 

症せ 

状ん 

はか 

• 水ちれする 

•キーを押してち運転しない 
• 電源コードを動かすと通電したり、しなかったりする 
• ファン回転中に異常な音や振動びする 
• 本体び異剧こ熱かったり、焦げくさいにおいびする 
•その他の異常や故障びある 

► 

ご 

巧 

用 

中 

止 

このよラな症状の時は、故障 
や事故防止のため、キーを切 
り、コンセントから差込みプラ 
グを抜いて、必ず販売店に点 
検をご依頼ください。 


PD-AT 型 


Z か IRUSHI 


I 卓上専用 I 

加湿空気清ミき機 
§PD-AT12 型 

取扱説明書 



•このたびはお買い上げいたださ、まことにありびとう 
ございました。 

参取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使し K ださい。 
お読みになったあとは、大切に保をしてください。 


を< じ 


お使いになるまえに 


ま全上のごを意 . 2 

各部のなまス . 4 

設置場所について . 已 

準備 . 6 


使い方 


使い方 . 8 


お手入れ 


お手入れ . 12 

フィルター*除菌材① 

交換時期について . 14 


困ったとをに 


故障かなと思ったとを . 1已 

仕様 . 18 

交換部品•別売品 . 18 

アフターヴービス . 19 

お客様ご相談窓 □. 19 

保証書 . 裏表紙 


保証書つさ 










































































まを上のごま意 がずお守り < ださい 


■ここに表した注意事項は、あなたや他の人々への危害や損害を未然に防止するためのちのです。 
• いずれち安全に関ずる重要な内容でずので、必ずお守りください。 


A 警告 


取り扱いを誤った場合、死こまた 
は重傷 W を負ラことび想定される 
内容を表します。 


へ 取り扱いを誤った場合,傷害** 2 また 
/f\ B は物的損害*^ 3 の発生び想定される 

し^夕]-•一へ 内容を表します。 


重傷とは、失0月'けがやけど搞温'ほ温）’感電'骨巧'中毒などで、後遺 
症び残るちのおよび治療に入院’長期の通院を要するちのをさします。 

《2傷害とは、;台療に入院’長期の通院を要さないけびややけど’感電など 
をさします。 



A 記号は、警告•注意を促す内容びあること 
を告げるをのです。具体的な注意内容は図の 
中や近くに文章や絵で表します。 


0 0記号は、禁止の行為であることを告げる 

をのです。具体的な禁止内容は図の中や近く 
禁止 に文章や絵で表します。 


• • 記号は、行為を強制したり指示したりす 

る内容を告げるをのです。具体的な指示内容 
指示 は図の中や近くに文章や絵で表します。 


※己物的損害とは、家屋’家財および家畜’ペットなどにかかわる化 
大損害をさします。 


■お買い上げの製品と本書に記載されているイラストは異なる場含がありまず。 
■ P . 己 r 設置場所について」の項ちお読みください。 




水めれ禁止 


禁止 


Q 

禁止 

0 

禁止 


Q 

禁止 


Q 

禁止 


Q 

禁止 


改造はしない。また修理技術ちがの人は、 
分解した0修理をしない 



乂災' 感電' けびの原因になります。修理はお買い 
上げの販売店または弊社のお客様ご相談窓口にご 
相談ください。 


水につけたり、水をかけたりしない 


ショート•感電の原因になります。 




部品を乳幼児などが誤って飲み込まないよう 


フラグをあく 


にする 

けびの原因になります。 

交流100 viu がでは使用しない 必ず実施 



火災•感電•故障の原因になります。 


子供だけで使わせたり、幼児の手の届くところ 
で使わない 


〇 

のず実施 


感電•けびをする恐れびあります。 


お手入れに塩素系、酸性タイプの洗剤は使わない 

洗剤び残り有毒ガスび発生し、健康を害することび 
あります。 


〇 

のず実施 


センサー部のすき間に 
ピンや針金など、異物を 
入れない 

感電やけびをすることび 
あります。 


センサー部 

電源コードを傷つけない 



〇 

おず実施 


無理に巧げたり、弓|っ張ったり、ねじったり、たばねたり、 
重いちのをのせたり、挟み込んだり、加工したりすると 
電源コードび破損し、火災 • 感電の原因 I こなります。 


電源コードや差込みプラグび傷んでいたり、コン 
セントの差し込みびゆ 
るいときは使用しない 

感電•ショート • 発火の原 
因になります。 


お手入れの際は必ず差込みプラグをコンセント 
か5引さ巧<。また、めれた手で巧き差ししない 

感電やけびをすることびあります。 



定格1已 AL ソ上のコンセントを単独で使う 

他の器具と併用すると分岐コンセント部び異常発 
熱して発乂することびあります。 

差込みプラグの刃（プラグの先端）および刃の 
取付面にほこりび付着している場合はよくふく 

乂災の原因になります。 

差込みプラグはコンセントの奥までしっかり 
差し込む 

感電•ショート•発煙•発火の原因になります。 


異常•故障時には、直ちに使用を中止する 

そのまま使用すると発煙•発火•感電 • けびに至る 
恐れびあります。 

<異常•故障例> 

•電源コードや差込みプラグが異常に熱い 
-電源コードに深い傷や変おがある 
•キーを巧してち運転しない 
•焦げ<さいにおいがずる 

• 電源コードを動かすと、适電したり、しなかったりする 
•ビリビ U と電気を感じる 

•水ちれずる など 

このような場合は、すぐに差込みプラグを巧いて、販 
売店に必ず点検 • 修理を依頼する 


2 


r 可燃性のちのや火のついたタバコ•線香などは 

吸わせない 発火することがあります。 

火気禁止 

A タンクの水は毎日新しい水道水と入れかえ、本^ 
V 体内部は常に清潔に保つよう定期的にお手入 

ぉ、ず実施 れする 

お手入れをせず L 使い続けると、カビや雑菌び繁殖 
し、悪臭の原因になります。体質によっては、過敏に 
反応し、健康に良くなしにとびあります。 

べ^使用中や停止直後は、お手入れをしない 

感電•けび•故障の原因になります。 

^ベンジン-シンナーでふいたり、殺虫剤をかけた 
ツりしない 

ひび割れ•感電•引乂の恐れびあります。 

A トレーの水をすてるときは必ず本体か！5トレー 
が をはずす 

故障の原因になります。 

^機械油など油成分び浮遊している場所では使 
ツねなぃ 

ひび割れや持ち運ぶとさに手びすべってけびをする 
恐れびあります。 

A 差込みプラグを引き抜くときは、電源コードを 
持たずにおず先端の差込みプラグを持って引 

おず実施 き巧く 

感電やショートして発火することびあります。 

^使用時 L ソ外は、差込みプラグをコンセントか5抜く 

絶縁劣化による感電や漏電乂災の原因になります。 

A 吸込□や吹出□に指やピン•針金などの異物を 
入れなぃ 

けびや故障の原因になります。 

) 

か 燃焼器具と併用して使用ずる場合は、換気ずる 

一酸化炭素中毒を起こすことびあります。 


お願い 


■お室など湿気のをい場所で使用しない 

感電および故障の原因になります。 

■吸込口や吹出□をカーテンやタオルなどでふさび 

ない 感電および故障の原因になります。 

■室内くんじょラタイプ（発煙型）の殺虫剤を使用す 
る場合は、その室内に製品を置かない 
■殺虫剤を使用した場所では、十分換気してから運転する 

本体内部に薬剤成分び蓄積し、その後吹出口から放出され 
て健康によくなしにとびあります。 

■落とす • ぶつけるなどの衝撃を与えない 

故障 • 破損の原因になります。 

■製品を傾けない 

水びこぼれて家財などをめ b したり、故障の原因になります。 

■お手入れの際、トレー L ついている部品(フ□ート） 
をはずしたり、上に持ち上げたままのが態にしない 

給水ランプび正しく表示しません。 

■製品を移動させるときは運転を停止し、タンクをは 
ずしてトレーの水をすてる 

水びこぼれて家財などをめ日したり、異音や故障の原因に 
なります。 

■凍結する恐れのある場所に長時間放置する場合は、 
必ずタンクおよびトレー内の水を完全にすてる 

凍結による故障の原因になります。 

) 

■製品を弓1きずって移動させない 

床面などに傷びつく恐れびあります。 

■空気清浄機は換気扇ではありません。ご使用中は、必ず 
定期的に新鮮な空気との換気び必要です。 

限られたスペースの「お部屋の空気（におい•ホコ1」など)」 
をきれいにする「空気清ミき機」ですび、調理や暖房などで 
巧れたお部屋の空気と新鮮な外気を入れかえる「換気」 
はでさません。 

A 

■常時発生し続けるにおい成分（建材臭•ぺット臭） 
はすべて除去できるわけではありません。 

■タノ（コの有害物質（一酸化炭素など）は、除去でさま 
せん。 
































































各部のなまス 


广 ■日陪鋪 - 

交換用加湿フィルター（1胁 
交換用除国が （1 巧） 


cQ 


タンク カバー 



交換時期がく 
るまでは袋に 
入れたまま、 
大切に保管し 
て < ださい。 


タンクふた- 
水■確認窓- 


除菌加湿フィルター 
(な下加湿フイルター) 

キャッチした浮遊菌の繁殖- 
ま動を抑制します。 


フ□-卜 


フ□ートははずさないでください。 
また分解しないでください。 



タンク八ンド J レ 


吹出 □ 




綱繊維除国が(な下除菌材） 

除国効果のある銅イオンにより、 
トレー内の水を 這 潔に保ちます。 

(加湿フイルターの下にあります。） 


を気清をフイルター 

除菌効ま 

試験機関：（財）曰本統績検き協を 
試験方法 ： JIS L 1 902に基づく 
除茜のちま： A 呂+ 

除菌の対象部分：空気清浄フィルター 
試験結果： 99.9%の除菌効果 


防カビ効果 

試験機関：（財）日本食品分析センター 
試験方法： JISZ 2911 に基づく 
防カビのち法： A 呂+ 

防カビの対象部分：空気清浄フィルター 
試験結果：試料または試験片の接種した部分に 
菌糸の発育び認め日れない 

抗ウイルス効果 

試験機関；佩）日本食品分析センター 
試験ちま：ウイルスを フィ ルターに添加し、 
活動の抑制率を測定 
巧ウイルスのちま： A 呂+ 

巧;ウイルスの対象部分：空気清浄フィルター 
試験結果： 99.0%の抗ウイルス効果 


巧おやダニの死びいの作用抑制効果 

試験機関：広島大学大学院先端物質科学研究科 
試験方法： ELISA 法 


加湿フィルター 

除菌効ま 

試験機関：（財）日本彷績検査協会 
試験方法 ： JIS L 1 日02に基づく 
除菌のち法：ピ I 」ジン系化を物 
除茜の対象部分：加湿フィルター 
試験結果： 99.9%の除菌効果 


除菌巧 


除菌効果 

試験機関：（財）日本食品分析センター 
試験方法： SCDLP 寒天平板培養法に基づ’< 
除茜の方法：銅イオン 
除菌の対象部分：除菌材 
試験結果： 99.0%の除菌効果 


Ag + 除国&ポリフエノールを気清をフィルター 
(な下空気清をフイルター) 


本体ノ、ンドル 


微粒子のホコ IJ などを集め、活性炭の働さでにおいを 
取ります。また、フィルターにキャッチしたウイルス•雑 
菌•カビ菌の活動およびな粉やダニの死びいの作用を 
抑制します。 



吸込 I 


フイルターカパー 


巧粉•ホコ U センサー 


r 切タイマー J キー 


r 自動運乾」キー 


操作部 


表示部 


加湿フィルター 


r お手入れ U セット J キ- 


-加湿フィルター 
お手入れランプ 


r 連続運転」キー 


連続運転ランプ 


/ 

「 

r おま入れ） 

しリ亡ット J 

切)タイマ 

1 (3 時間） 

1連続 

運転) 

'自動 

し 

運転 



入 1 

'の 


V 

(3 砂巧し） 














「入/切」キー 


自動運転ランプ 


おま入れ 0 


急速標準静音 


:おまかせひかえめ巧粉 


0 G ) 連続運転； 〇 〇 〇 


白動運乾 


〇 〇 〇) 


給水 

© 


給水ランプ」切タイマーランプ きれいモニターランプ 


1 1 1低湿適湿局湿； 

：(〇 〇 0)1 

1(0 〇 0 )i 

きれいモニター 

i 湿度モニター : 


湿度 モニター ランプ 


設置場所について 


■空気の循環が良く、風や熱の影響を受けにく 
い場所に設置してください。 

■吸込□や吹出□の近くに障害物が無い場所に 
設置してください。壁や家具などか！530 cm 
じ Lb 離してください。 

■次のような場所では使用しないでください。 

♦設置面がすま定な場所 

設置面び水平でないと製品び振動したり、水びこぼ 
れることびあります。 

参暖房器具の近 < や、直射日光の当たる場所 

センサーび正常に動作しなしにとびあります。また、 
故障や変あ • 変色することびあります。 

•壁•天井•家具 • 電気器具のおく 
蒸気により、電気器具の火災 • 故障 • 変お • 変色やシ 
ミびついたりすることびあります。 

参カーテンなどの近く 

吹出□や吸込□びふさびれると故障の原因になり 
よ9 〇 

参ラジオなどの近< 

ラジオ•テレビ•無線機 • インターホンなどへの影響 
のなし化ころまで離して使用してください。 

雑音び入る恐れびあります。 



参設置面び傾いた場所 

設置面び傾いていると給水びうまくできず、給水ランプび 
早く点巧したり、加湿びうまくできなしけ易合びあります。 

参スピーカーや電磁調理器などの磁気のあるちのの近く 
正常に動作しなしにとびあります。 

参湿度び高い場所（80%1；(上） 

加湿のしすざは、室内の結露やカビび発生する原因に 
なります。 

_ J 

5 


















































































































































































































準備 


■空気清浄フィルターを取りつける_ 

参空気清をフィルターは透明ポリ袋に入れた:!犬態で本体の中に入っています。 

必ず透明ポリ袋か！5取り出して本体に取りつけてください。 

(性能の低下を防止する為にポリ袋に入れています。ポリ袋に入れたまま取りつけると運転時、大きな音がしまず。） 
参空気清をフィルターの不織な（青色の巧）は破5ないでください。 

参ポリ袋に黒い粒（ま性炭）が落ちていることがありますが、問題はありません。 

参差込みプラグを巧いた:!犬態で行ってください。 


r 


^フイルターカ八一をはずす 

フイルターカバー下部のフックに力巧）を手前に 
引きなび！5上部のツメ （2 力巧）をはずす 


A 


ジメ 
(2 力所) 


フイルター 


フツク 
(2 力所) 


V 



f 


愛空気清ミきフイルターを本体か6 
^取り出し、透明ポリおか6取り 
出す 





J V 



空気清を 
フイルター 


J 


r 


3空気清をフィルタ—を本なに 
^取りつける 


^ f 





^フイルターカ パー を取りつける 

本体上部の巧 （2 力所）にフィルターカバー上部の 
ツメに力所）を差し込み（①）、フィルターカノ く一下 
部をカチッと音びずるまで押して取りつける（⑨） 



J 


♦使用曰記入シールを本体の見えやすい所に貼ってくださし、。 

使用曰記入シールは、使用前説明書に貼りつけています。 

(空気清ミきフイルター用•加湿フイルター用各1枚） 

使用開始曰を記入して交換の目やすにしてください。 


使用曰記入シール 


空気清浄フィルター 
使用開始曰 

年 

月 

曰 


加湿フィルター 
使用開始曰 

年 

月 

曰 



■タンクに水を入れて取りつける（加湿ずる場合） 

参ご使用前にタンクに水を入れてすすいでください。 

参空気清をのみで運転する場合でも必ず空のタンクを取りつけてくださし、。 

タンクを取りつけないと内き15にほこりがたまることびあります。 

参加湿フイルターと除菌材は製品本体に取りつけ5れています。 


タンクに化を入れる 

① タンクカバーをはずす 

② タンクを取0出し、タンクふたをあける 

③ タンクの□き ITF まで水を入れてタンク 
ふたをしめる 

参タンクふたはしっかりとしめてください。 

(水ちれの原因） 

参本体に直接水を入れないでください。 

(ショート•感電の恐れ） 

参タンク1杯分で連続約已時間半の加湿が 
でをます。 

( 「連続運転/急速」室温20で•湿度30%の場合） 

广 タンクに入れる水について- N 

参水はおず水道水（飲用）を使用してください。 

参次のちのはタンクに入れないでください。 

•アルカリイオン水 • ミき水器の水•三ネラルウオーター- 
井戸水など 

(カビや雑菌が繁殖する恐れがあります。） 

• 4ぴ C L ソ上の湯•化学薬品 • '汚れた水 • 芳香剤や洗剤を 
入れた水•ア□マオイルなど 
(タンクの変形•故障の原因になります。） 

N _ J 


□部下 



2タンクを本体に取りごける 


①タンクの刻印面を、本体側にして 
取りつける 

⑨タンクカパーをつける 


参タンクの向きを確認して 
取りつけてください。 



V 


\ 



タンクを取り出す•取りつける 



〔本体 J 


=4 















































































































































































使い方 


•この製品は、室内の空気清ミき•加湿を目的としたちのです。室内の空気清ミき•加湿！;(かの用途に 
使用しないでください。 


この製品は、タンクに水を入れて運転することで、 r 空気清を J と r 加湿 J を一細こ運転することびでをます。 

f タンクに水を入れた場合 J ……加湿空気清ミき（空気清ミきと加湿を同時運転）で運転します。 
- - •加湿のみの運転はできません。 


タンクに水を入れない場合 ……空気清ミきのみで運転します。 

- その際、給水ランプび点打しますび異常ではありません。 


1 ■ 是込みプラグをコンセントに接続する 

2.( 入/の キーを巧す ブザーが鳴り、運転ランプが点なし、運転を開始します。 

3. 1自動運転 J キーまたは I 連続運転)キー对甲し、運面コースを觀尺する 

参前回使用した運転コースは記憶されており、次回使用ずるとさは、前回の運転コースび自動的に設定され 
ます。ただし、差込みプラグを抜くと、「自動運転/おまかせ」に戻ります。 


■使用目的別おずずめ運おコース 

r n --- — _ _ _ 



運転コ-ス 

使用目的 

自動運転 

連続運転 " 

おまかせ 

ひかえめ 

花粉 

急速 

標準 

静音 

ホ 

気 

清 

を 

お部屋のミちれに応じて空気清ミきしたいとさ 

〇 

〇 





巧粉が気になるとさ 



〇 




一定風量で空気清をしたいとさ 




〇 

〇 

〇 

すばやく空気清ミきしたいとき 




〇 



おやすみのとさなど静かに空気清淨したいとさ 






〇 

ホ 

沉 

清 

を 

+ 

加 

湿 

\ 

快適な湿度を保ちたいとさ 

〇 

〇 





一定量の加湿をしたいとさ 




〇 

〇 

〇 

乾燥が気になるとさ 




〇 



おやすみのとさなど静かに加湿したいとさ 






〇 J 


ぐ - N 

参運転中に r ボコボコ」「カチッ」などの音がする時びありますび異常ではありません。 

参「加湿」は気化式のため蒸気は見えませんび、異常ではありません。 

参運転初期に水に色びつくことびありますび、加湿フィルターの色によるもので異常ではありません。 

参運転初期にプラスチックなどのにおいがすることがありますび、ご使用ごとに少なくなります。 

参 r 自動運転/おまかせ•ひかえめ」選択時、お部屋の状態によってはファンの回転が停止することびあります。 

参室内がの湿度差び大きいを場や、長時間連続して運転を行うと室内に結露することびあります。 

このような場合は運転を停止するか、運転コースを変更してください。 

参加湿空気清ミき運転中にタンクの水びなくなった場合は、給水ランプの点灯でお知らせしますが、空気清ミきのみ 
での運転を継続します。 

参夏期など加湿機能を使わない場合でち、加湿フィルターは本体に取りつけてください。 



自動運お 


温度•湿度センサーおよび花粉•ホコリセンサーがお部屋の空気の状態を感知して、 
自動のに運転を切りかえます。 


白動運起 

S. 

キーを押す度に次のように切りかわります。 


おまかせひかえめ巧粉 


自動運転|>(こ)…♦し J … ->0 …-卜 i 

\ 

ノ 


参自動運転時は、お部屋の広さや状況などにより湿度 
び上びりにくしにとびあります。 

加湿ををくしたいときは、タンクに水を入れ、「連続 
運転/急速」で運転してください。 



温度•湿度センサーの感知による「加湿」を中むに運転を開始します。 

温度•湿度センサーと花粉•ホコ U センサーの W センサーによる感知を行い、自動的に風量を切りかえて運転します。 


おまかせ 


「急速」「標準」 r 静音」「休止」を自動的に切りかえ 
て運転し、約已〇〜60%の湿度を保ちます。 

♦お部屋の空気のミちれび目立つときは、適湿になってい 
てち最大「急速」運転を行います。 

♦湿度び70%し U 上になると、過加湿を抑えるため、花粉 • 
ほこりセンサーび感知しても「急速」運転は行いません。 


ひかえめ 


「標準」「詩音」「休止」を自動的に切りかえて運転 
し、約40〜已0%の湿度を保ちます。 

おまかせ運転に比べて、加湿量や運転音を抑えて 
運転します。 

♦お部屋の空気の巧れび目立つときは、適湿になってい 
てち最大「標準」運転を行います。 

♦されいモニターび全点灯した場合など、いずれの場合 
ち「急速」運転は行いません。 


•湿度は温度•湿度センサーび感知した湿度のため、湿度計の表示とは異なる場合びあります。 

湿度モニターの表示は目やすとして使用してください。 

• r おまかせ•ひかえめ」運転中に給水ランプび点なすると、花粉•ホコ U センサーのみの感畑こよる運転に切りかわり 
ます。弓 I き続き加湿をする場合は、タンクに水を入れてください。 


のどバリア機能について 


「おまかせ•ひかえめ」運乾時は、湿度を保つようにコント□ールしながら運転し、お部屋の乾燥からのどを 
守ります。 

同じ湿度でち周囲の温度び高いほど湿度び高く感じ、温度び低いと乾燥しているよラに感じます。 

のどパリア機能は、この状態を温度•湿度センサーの感知により、「温度び高い場合はひかえめに、温度び低い場合は高 
めに」湿度をコント□-ルします。 



巧粉•ホコリセンサーの感知による r 空気清ミき」を中むに 
運転を開始します。（溫度•湿度センサーは感知しません。） 

お部屋の湿度に関係なく、次の運転を行います。 


急速 

—► 

静音 

—► 

標準 

—► 

静音 


リ7分） 


(43 分） 


(1 已分） 


(4 已分） 



•花粉•ホコ U センサーびお部屋の空気のミちれを感 
失□すると、風量び大きくなることびあります。 

• 「花粉」運転は空気清ミき運転です。 

タンクに水を入れた場合、お部屋の状況によっては 
湿度び高 < なる場合びあります。 

参「花粉」運転はファンび連続で動作します。 

運転を開始してから3日時間操作しないと安全の 
ため自動的に重転を停止します。 
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使い方 〇づを 


連続運お お部屋の空気の状態に関係なく、選択した風量で運転します。 


連続運起 

キーを 巧す度に 

急速標準静音 


k. ^ 


連続運転：〇… ■►し>--卡し>- 


次のよラに切りかわります。 




タノ（コ*"を吸われる場合やふとんの上げ下ろし時など 

※タノ くコの有害物質(一酸化炭素など）は除去でさません。 

標準の運転をしたいとき 

ホちゃんのいるお部屋や勉強中など静かに運転したいとをなど 


参連続重転はセンサーの感知に関係なく逞 
択した風量で運転します。 

タンクに水を入れた場合、重転 コース や 
お部屋の状況によっては湿度び高くなる 
場合びあります。 

•連続運転はファンび連続で動作します。 
運転を開始してから3巨時間操作しないと 
安全のため自動的に運転を停止します。 


■をれいモニター 


巧粉•ホコリセンサーで感知した空気のミちれ具合をランプで 
お知らせしまず。 

•運転開始後、約60秒間はランプの表示び変化しますび 
異常ではありません。 

•花粉•ホコ U センサーは、においを感知しません。 


空気の巧れ具合 

ランプ表示 

ミちれている 

▲. 

(S 

)(§)(§) 


資 

) ® 〇 

きで ぃ 


)00 


欄•ホ]リセンサ-は W 

感知しまず 1 

\ 感知ずることびありまず^ 


このような性質を 1 

.タバコの粒子 

•油煙 

•におい 

もっています。 m 

.! ハウスダスト(抱粉•ホ 〕 U •カビの胞テ） 

^ J 

•霧状の水滴 

.ガス類 


参巧粉•ホコリセンサー部に水などをかけないでください。 

故障の原因にな0ます。 

参必ずセンサーカバーを取りつけたげ態で使用してください。 
(センサーカバーをはずしてし)ると、巧粉•ホコリセンサーが感知しません。） 



■湿度モニター 

广 

温度•湿度センサーで感知した湿度をランプでお知らせしまず。 


ほ湿 

適湿 

局 湿 

約 40%1 U 下 

約40%〜已0% 

約巨 0%1 U 上 


参湿度モニターの表示は目やすとして使用してください。 

参お部屋の広さや空気の流れにより、湿度モニターの表示と湿度計の表示び異なる場合があります。 
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■切タイマー ♦3 時間後に運區を停止します。 


( - 




運転中に PIb 為。キ-を巧す（切タイマーランプが点なします。） 

0 


参切タイマー設定中に、再度 r 切タイマー」キーを巧すと取り消しになります。 
参運転コースを切りかえてち切タイマーは継続します。 

切タイマー_/ 

ランプが点灯 

み 

/ 




ノ 


■給水表示について 

巧のようなときは、給水ランプび点打してお知5せします。 


•菲 • 


参タンクの水びなくなった 

タンクに水を入れてください。 

参トレーが確実に取りつけ5れていない 

トレーを確実に取りつけてください。 

参製品の設置場所び水平でない 

水平な場所に移動させてください。 

参空気清ミき単独で運転している（タンクに水を入れていない） 

そのまま使用でをます。 


\_ y 


■使用後は… 


し [ 入/の 〕キーを巧し、運転を停止する 

参ブザーび鳴り、運転ランプび消口します。 

2 -差込みプラグを巧く 

3 . 本体か5タンクとトレーを取り出し、残り水をずてる 


参長時間使用しないとさは、節電のため差込みプラグを巧いてください。 
参めれた手で差込みプラグを持たないでください。（ショート•感電の恐れ） 

参凍結の恐れびあるときは、必ずタンクとトレーの水をすててください。 
参本体を傾けて、残った水をすてないでくださし、（水もれ•故障の原因） 





ソ 


■拓倒時自動オフ機能について 


この製品には、「転倒時自動オフ機能」びつい 
ています。使用中に製品を傾けたり、万一製品 
び転倒した場合に、「転倒時自動オフ機能」び 
作動します。 

(運転ランプびすべて点灯し、ブザーでお知ら 
せします。） 


〈輯倒時自動オフ機能を解除するには> 

差込みプラグを抜いた後、再度接続し「入/切」キーを 
巧してください。（運転を開始します。） 

参差込みプラグを差し込んでいない状態では、 

「転倒時自動オフ機能」は作動しません。 
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お手入れ 


•定期的にお手入れを行ってください。 
•差込みプラグを抜いた状態で行ってください。 
(けが•感電の原因） 

参製品に水をかけたり丸洗いしないでください。 
(故障の原因） 


•シンナーベンジン•アルコール•のレカ IJ 洗剤 • 漂白剤 • 
ナイ□ンたねし • ブラシ • みびさ粉などは使用しないで 
ください。（変質•変色•傷つさの原因） 

•化学ぞラさんを使用するとさは、そのを意書さに従つ 
て < ださい。 


加湿フィルター • 除菌ネオ*トレー 吕週間に 1 巨 


運転して約2週間たつとお手入れランプび点灯 （ 1曰8時間運転の場合）し、お手入れ時期を ^ 

お知らせします。におい.カビおよび加湿性能お下の原因になりますので、2週間な内でもこ点口^ 
まめにお手入れしてください。（ミちれ度合いは水質によって異なります。） 


① タンクカノ（一をはずし、タンクを取り出す 
⑨ トレーをはずす 

参タンクを取り出さないとトレーははずせません。 

参トレーはゆっくりとまっすぐにはずしてください。 

勢いよくはずすと、トレーの水びこぼれることびあります。 

③ 加湿フィルター除菌材を取り出し、つけ置き洗いする 
(洗いちは下記参照） 

④ トレーの水をすて、7が先いする 

⑥ トレーに除菌材•加湿フィルターの順で取りつける 

⑥ トレーを本体に取りつける 

⑦ タンク•タンクカ/ (一を取りつける 

⑧ r お手入れリセット」キーを 3 秒 L ソ上巧し、お手入れランプの 
消なを巧認する 


•除菌材(銅）の表面が緑色に変色する場合がありますが、 
異常ではありません。そのまま使用できます。 

•フ□-卜などの部品ははずさないでください。 

•トレーの細部は綿棒や齒ブラシなどでミちれを落とし 
て < ださい。 

•トレーの水アカが取れにくいとをは、台所用中性洗 
剤を溶かした水、またはめるま湯に柔らかい巧をひ 
たして、ミちれをふを取ってください。 

•水がこぼれることがありますので本体を寝かさないで 
<ださい。 



加湿フィルター-除菌材の洗い方 


① ぬるま湯（約40で）に台所用中性洗剤を入れて;’客かず ③ 新しい水ですすざ洗いをする 


台所用中性洗剤量の目やす L 水1 L あたり1 OmLi ④水を入れかえて③を2~3回繰り返す 

②①に加湿フィルター•除菌材を入れてつけ置き洗い ⑥ 十分に水切りした後、陰干しし、乾燥させる 

をする（約30分） 


0ミネラル成分が付着した場合は ) . 

加湿フィルターにミネラル成分（カルシウム•マグネシウムなどの白や茶色の固まり）が付着した場合は、 
じ(下のお手入れをしてください。 

① ぬるま湯(約40で）にクエン酸を入れて;’容かす 
[ クエン 酸量の 目やす[水 3 L あたり 30 g 

⑨①に加湿フィルター-除菌材を入れてつけ置を 
洗いをする（約2時間） 

③〜劍ホ上記と同じ手順で行ってください。 
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♦クエン酸は、弊社のポット内容器洗ミき用クエン酸 
『ピカポット』をお使いください。 

洗ミ争用クエン酸は象印製品取扱店でおホめください。 
- P .18 「交換部品-別売品」参照 


本巧（か装) 


水を含ませ、よく絞った巧でミちれをふき取る 

\_ J 


フイルターカバー 

- 1 

①吸込□のホコリを掃除機で吸い取る 
⑨ ミちれのひどいときは水洗いし、乾いた柔5かいなでふき取る 
\_ 

J 


タンク 



タンクタ!《面 


水を含ませ、よく絞った巧でミちれをふき取る 


タンク内面 


タンク内に水を入れ、タンクふたをしめてタンクをよく振り、水をずてる 

に〜3回繰り返す） 

♦巧れがひどいときは、台所用中性洗剤でなつたあと、水で十分に 
ずすざないをして < ださい。 



巧粉•ホコリセンサー1年に1〜 2 回程度 


① フックを巧しなが！5センサーカバーを 
はずす 



⑨ 市販の綿棒で内部のレンズをふく 


(水道かを湿5せた綿棒でレンズをふいた後、乾いた綿棒でレンズを 
ふくと効果的です。） 


•洗剤•アルコールなどは 
使用しないでください。 
•レンズを傷つけないよ 
ラにふいてください。 



③ センサーカバーをもとどおりに取りつける 


④ センサー窓にホコリがたまっているときは、掃除機で吸い取る 



乾いた巧でミちれをふき取る 



長期保管 
するとをは… 


① 各部のお手入れをする 

② 空気清をフィルターは、ポリ袋などに入れ密封する 

③ 本体をポリ袋などに入れ密封し、個装箱に入れて保管する 

参お手入れ後は十分に乾燥させてください。 

水分び残っているとカビや雑菌が繁殖する恐れがあります。 

参本体は必ず立てたまま保管してください。 

•電源コードはポ U 袋の中に入れて、緩衝材と直接ふれないようにしてくださし、。 
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フイルター • 除窗がの交換時期について 


♦フイルターカバー小レーをはずしてもフアンは回転します。差込みプラグを差し込んだ 
ままフイルターカバー•トレーをはずさないでください。（けがの原因） 

参交換時には本体とフィルターカバー小レーのお手入れも行ってください。 

( P . 12〜13参照） 




■交換の目やず 


/ 

交換の目やす 

運転の条件 

空気清ミきフィルター 

約 4 年 

一般家庭で 1 日にタバコ已本を吸った場合 

[ JEM 1467 ( 日本電機工業会規樹に基づく試験より算助 

加湿フィルター•除菌材 

約 12 力月^ 2 
(2 シーズン） 

1 曰 8 時間運転の場を 

J 


《1使い方や設置場所により異なります。 

においやホコリび取れにくくなったときや音び大きくなったとをは早めに交換してください C 

《2水質などにより異なります。次のような場合は早めに交換してください。 

•お手入れをしてちミネラル成分の付着物やにおいび取れない 
•傷みや型くずれびひどい•変色（黒•茶色）やミちれびひどい 


空気清浄フイルター 


参空気清をフィルターは洗っても再使用できません。 

参空気清をフィルターは専用のものを使用してください。 

参巧のような場合は、フィルター寿命び大幅に短くなります。（吹出□か5きついにおいびすることびあります。） 

• 暖房器具などから発生する炭化系物質（ススなど）を吸った場合 
•調理中に発生する油分を含む煙やにおいを吸った場を 

•床用クリーナーワックス•芳香剤•消臭剤などに含まれる揮発性溶剤成分を吸った場合 
• 喫茶店 • 麻雀荘 • 理容院 • 美容院など店舗や事務所に設置の場合 
• 長時間、連続運転でよ < 使用している場合 
•タバコをよく吸ラ場合 


加湿フィルター • 除菌ネオ 


参加湿フィルター除菌材は、交換用としてきり固同姻しています。 

(交換用の加湿フィルターは交換時期びくるまでは袋に入れたまま大切に保管してください。） 
交換時期になりました！5、袋か！5取り出して本体に取りつけてご使用ください。 


お願い 


フィルター • 除菌材を廃棄すると 
きは、お住まいの地域のゴミ分 
別方法に従ってください。 


部品名 

材質 

空気清ミきフィルター 

本体：ポ1」エステル•ポ1」プ□ピレン•活性炭 
不織巧：ポ1」エステル 

加湿フィルター 

レーヨン•ポ U エステル 

除菌材 

内部：銅 不織布：ポ1」エステル 
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K 障かなと思ったとを 


修理を依頼される前に、一度お調べください C 


岡 


運 

起 


運転しない 

差込みプラグがはずれている 

差込みプラグを接続してくだ 
さい。 

8 

運転ランプが点:打しない 

「入/切 J キーを f 甲していない 

「入/切」キーを巧してください。 

8 

運転中に電源が切れた 

「自動運転/巧粉 J と r 連続運転 J 選択時は、36時間操作しないと、ま全のため 
自動的に運転を停止します。 

9-10 

運転途中で止まった 

「自動運転/おまかせ•ひかえめ J 選択時はお部屋の状態により運転を停止する 
ことがあります。 

9 

製品の振動が大さい 

すま定な場所（凹凸のある場所など）に置 
いている 

本体を平日なま定した場所に 
設置してください。 

已 

風量が少なくなってきた 

加湿フィルターに=ネラル成分やごみが 
付着している 

加湿フィルターの 
お手入れをしてください。 

12 

空気清をフィルターが巧れている 

新しい空気清をフィルターと 
交換してください。 

14 

加湿しない 

タンクに水が入っていない 

タンクに水を入れてください。 

7 

加湿フィルターを取りつけていない 

加湿フィルターを取りつけて 
<ださい。 


部屋の湿度が上がらない 

部屋が適用な面積より広すざる 

適巧な面積を参考にして 
<ださい。 

18 

「自動運転 J で運転している 
自動運転時は、お部屋の状況に応じてセン 
ヴーが感知して運転を切り替えるため、加 
湿の具合が異なることがあります。 

運転 コース を 
変更してください。 

9-10 

次のようなときは湿度び上びりに < いことびありますのでしば5 く様子をみてか5 
湿度び上びるか確認してください。 

•換気をしてし、るとき 
•巧がじゅうたん敷きのとき 
•窓や出入□の開閉びをいとき 
•巧•壁 • 家具び乾燥状態にあるとき 


タンクの水が減りにくく 
なってさた 

(加湿量が減ってきた） 

加湿フィルターに=ネラル成分やごみが 
付着している 

加湿フィルターの 
お手入れをしてください。 

12 

タンク小レーの水に色が 
っ< 

加湿フィルターの色によるもので、異常ではありません。 



蒸気が見えない 


気化式のため、蒸気は見えません。 





















































K 障かなと思ったとを っづを 


症状 

原因 

処置 

ブザーが鳴り続け、運転ラ 
ンプがすべて点：打する 

転倒時自動オフ機能が作動した 

差込みプラグを巧き、再度接続し、 
「入/切 J キーを f 甲して < ださい。 


本体が傾いている 

本体を平日なを定した場所に 
設置してください。 

給水ランプが点:打ずる 

トレーび確実に取りつけ日れていない 

トレーを確実に取りつけて 
<ださい。 


タンクに水が入っていないと給水ランプが点なしますが異常ではありません。 
空気清を機として運転します。 

お手入れランプが消えない 

お手入れ後「お手入れリセット J キーを 
巧していない 

お手入れ後 r お手入れリセット J 
キーを3砂に Lhf 甲して < ださい。 

湿度モニターの表示と 
湿度計の値が違ラ 

湿度モニターの表示は目やすとして使用してください。 

お部屋の広さや空気の流れにより、湿度モニターの表示と湿度計の値び異なる 
場合びあります。 

湿度モニターの表示が 
いつち高い 

北側にある部屋や浴室などの水回りにおい部屋には湿気がこもりやすいため、 
湿度び高い場合がありまず。 


タバコの煙が流れにくい場所に設置している 

設置場所をかえてください。 

タバコの煙などで空気が 
巧れてち反応しない 

r 連続運転 J になっている 

r 連続運転 J ではちれに関係なく選択した風量で運転します。 


花粉•ホコリセンサー部が巧れている 

花粉•ホコリセンサー部の 
お手入れをしてください。 

運転開始時にきれいモニ 
ターのランプ表示が変化 
ずる 

運転開始後、約己0砂間はきれいモニターのランプ表示が変化しますが異常で 
はありません。 

においがずるのにされい 
モニターが反庶しない 

巧粉•ホコリセンサーはにおいを感知しません。 

においが気になる場合は r 連続運転」で運転してください。 


花粉•ホコリセンサー部が巧れている 

花粉•ホコリセンサー部の 
お手入れをしてください。 

されいモニターがなかなか 
変化しない 

巧れを感知しにくい場所に設置している 

設置場所をかえてください。 

U されい」 I しな b ない J 

部屋の広さなど使巧環境により、「きれい J になるまでに時間がかかることが 
ちります。 


参照 

ぺージ 




■ 
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症状 

原因 

処置 


空気清をフィルターび巧れている 

新しい空気清をフィルターと 
交換してください。 


加湿フィルターに三ネラル成分やごみが 
付着している 

加湿フィルターのお手入れを 
して < ださい。 


トレーが巧れている 

トレーのお手入れを 
して < ださい。 

I しあいかする 

においび取れに<い 

においが気になる 

水が古くなっている 

タンク • トレーの水を入れかえて 
<ださい。 

フィルターカバーの吸込□がちれている 

フィルターカバーの 
お手入れをしてください。 


空気清をフィルターを取りつけていない 

空気清をフィルターを取りつけて 
<ださい。 


調理中に発生する油分を含む煙や 
においを吸った 



巧用クリーナーワックス • ち香剤 • 消臭剤 
などに含まれる揮発性ミ容剤成分を吸った 

新しい空気清をフィルターと 
交換してください。 

音が大きくなってきた 

空気清をフィルターが巧れている 


運転中に「ボコボコ J と 
音がする 

タンクか日トレーに水が供給される音で異常ではありません。 

運転中に r カチッ J と音が 
ずる 

マイコンが制御している音で異常ではありません。 

風が極端に少な < 音が 
大きい 

空気清をフィルターを透明ポリ袋に入れた 
ままにしている 

空気清をフィルターを透明ポリ 
袋か日取り出し、本体に取りつけ 
て < ださい。 


参照 

ぺージ 
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仕様 


r 型 名 

PD - AT 12 ' 

定 格 

交ミ亢 ] 0 0 V 已 0 / 巨 OHz 

運転コース 

連続運転 

急速 

標準 

静音 

消費電力 （ W) 

39/41 

31/31 

18/16 

風量 （ m 3 / 分） 

2 . 9 / 2.9 

2 . 1 / 2.1 

0 . 9 / 0.7 

適用床面積 
( 目やず） 

空気清ミき 

空気清ミき能力 

〜 12 畳に Om う 

空気清ミき 
+ 

加湿 

空気清ミき能力 

〜 12 畳に Om う 

加湿能力 

木造和室〜 7 . 已畳 （ 1 2 m 2 ) / プレノけ洋室〜 12 畳に日のう 

加 湿 量 

430 mL/h ( 「連続運転 / 急速」時） 

タンク容量 

約 2 . 已 L 

電源コード 

1 . 目 m 

外形寸法 ( 約 cm) 

幅 39 . 已 X 奥行 17 . 已 X 高さ 4 已.已 

題 ( 霞原コ - ド含む） 

約 6 . 0 kg J 


参適用床面積（空気清;き能力）は、曰本電機工業会規格 JEM 1467で定められた基準です。 

3□分できれいにできる部屋の大きさを表し、空気清ミき機の能力を示します。 

•適用床面積（加湿能力）は、曰本電機工業会規格 JEM 1426に基づさ、プレノ \ブ住宅洋室の場合を最大適用床面積とし、 
木造和室の場合を最ル適用床面積としたちのです。 

ただし、壁 • 床の材質 • 部屋の構造 • 使用暖房器具等によって適用床面積は異なりますので、お買い上げの販売店にご相談 
<ださい。 

参加湿量は、室温2ぴ C •湿度30% •水温2ぴ C の場合です。 

参運転を停止していても、差込みプラグび差し込まれていると約 0.4 W の電力を消費します。 

•外形寸法の高さは、ノ \ンドルを収納した場合の寸法です。 

•日本国内交流10 0 V 専用淀格] OOVL ソ外の電源では使用できません。） 


交換部品 • 別売品 


参損傷した場合は、新しい部品と交換伯 償） 
してください。 

参お買い求めの際には、製品の型名をご 
確認のラえ、お買い上げの販売店でお 
求め < ださい。 

(ホームぺージでのご購入は P . 19参照） 


部品名 

型名 

交換用空気清をフィルター 
(空気清をフィルター) 

PD - FA 02 -J 

交換用加湿フィルター 
(加湿フィルター•除菌材） 

PD - HA 02 -J 

ポット内容器洗ミき用クエン酸 
ピカポット (30gx4 包入） 

CD - KB 03 -J 
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ア フターサー ビス 


1 ■ 保証書の内容のご確認と保存のお願い 

必ず r 販売店印およびお買い上げ日」をごお認のうえ、お買い上 
げの販売店から受け取り、内容をよくお読みのうえ、大切に保をし 
て < ださい。 


2. 保証期間は、お買い上げ日より1年間 


3. f 彦理をお申しつけされるとき 


夕保証期間中夕 

製品にな証書を添えて、お買い上げの販売店にご持参ください。 
保証書の記載内容に基づき修理いたします。 

«保証期間を経過しているとさ》 

修理す机ま‘使用できる製品は、ご要望により有料修理いたします。 


4 . 補修用性能部品’ X の保有期間は、製造打ち切 
り後日年間 

※性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 


5. 修理料金の仕組み 


修理料金は、技術料 • 部品代' 出張料などで構成されています。 

r 技術料」 は、診断 • 故障箇所の修理および部品交換' 調整 • 修理完 
了時の点検などの作業にかかる費用です。 
r 部品代」 は、修理に使用した部品および補助材料代です。 
r 出張料」 は、製品のある場所へ技術ををお遣する場合の費用です。 

■お客様ご自身での修理•分解や改造は絶対にしないで 
<ださい。 


お客様ご相談,杳口 


修理•お取り扱い•消耗品や部品ご購入などのご相談は、まずお買し^上げの販売店にお問い合わせくださし、。 
ご転居やご贈答などでお困りの場合、弊社の窓□「お客様ご相談センター」にお問い合わせください。 
所在地•電話番号などは変更になることびありまずので、あらかじめご了承ください。 

ぉ客様ご懸センタ- ^ 0570 JU &74 

受付時間9:00〜17:00月曜日〜金曜日（祝日•製社休業日を除く） 

• 携帯電話 • PHS • IP 電話など（ナビダイヤルが利用できない電話） 

でのお問い合わせ . Tel (06)6356-2451 

• ファクシミ U でのお問い合わせ …… Fax (06) 巨3已巨-巨143 
製品の「型名•お問い合わせ内容」と、お客様の「お名前•ご住所•電話 
番号 • Fax 番号」をご記入のラえ、お問い合わせください。 

V_ J 


ホームぺージのご案内 

消耗品 . 部品!のご購入専用ぺージ http://www.zojirushi-de-shopping.conn/ 
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